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アヌレン類の合成，物性および自己集合挙動） 

 

論文の概要及び判定理由 

本論文では，ジイン架橋部位を有し，ベンゼンが縮環したデヒドロアヌレン(DA)のベン

ゼン環をフェナントレン環に変換，およびジイン架橋部位をテトライン架橋部位に伸長し

た種々の高次類縁体を設計・合成し，それらの芳香族性・反芳香族性，電子状態および自

己集合挙動を明らかにした。フェナントレンまたはベンゼンが縮環した DA において，芳

香族性・反芳香族性と電子状態は，芳香環と DA 環が共有している結合の結合次数の大き

さを反映することを見出した。また，フェナントレンが縮環した DA は溶液状態で π–π 相

互作用により自己会合し，固体状態で一次元の超構造体を形成した。さらに，架橋部位を

ジインからテトラインに伸長することで共役が拡張するとともに，自己会合能が向上する

ことを見出した。これらの結果は，π共役系化合物の物性や自己集合挙動の理解さらには

π共役系化合物を設計するうえで重要であり、今後のπ共役系化合物の研究の発展に貢献

するものと言える。よって，本論文は博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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